
（別紙３）

～ ８年　２月　２１日

（対象者数） 56 （回答者数） 41

～ ８年　２月　１７日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
こどもたちの将来につながるようブラッシュアップし
続ける。

2 「計画→実行→評価→改善」を常に行う。

3
スタッフそれぞれ危険性の感じ方が違う為、理解して
いるだろうではなく常にミーティングで危険箇所の確
認を行う必要がある。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 時間の確保が必要。

2
個人情報や防犯対策の為、連携が取りづらい状況があ
ります。

科学的根拠に基づいたプログラムを行っている。

プログラム作成の部署があり研修などで情報共有を行っ
ている。
プログラムを立案、指導案の作成を行う部署があり、
日々ブラッシュアップされている。

こども一人一人に寄り添い、細かい対応ができる。

来所前にスタッフでミーティングを行い、1日の流れや
来所するこどもの課題や対応方法などを話し合ってい
る。
療育後にフィードバックを行い、スタッフで対応方法や
療育の進め方などを話し合っている。

安全管理の徹底

社内研修を行い、療育中、休憩中、送迎時の危険箇所の
把握をおこなっています。
来所前のミーティング時にスタッフの配置などを確認
し、安全を確保しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

協議会等への参加が少ない
出来る限り参加、課題の共有が出来たらいいと思いま
す。

学校との連携
学校と連携をとり、こども達の課題を共有し対応する事
でこども達にとってより効果の高い療育が行えると思い
ます。

８年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ８年　２月　２３日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 クォーレプレミオ観音新町教室

○保護者評価実施期間 ８年　２月　１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


